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本 号 の 内 容

令和６年度県議会だより題字コンクール　特選作品　作者／薩川尚美さん（静岡城北高校）

議会の日程や質問議員・項目、インターネット中継、キッズサイト、
議員の紹介、本会議や委員会の会議録などを掲載しています。

県議会ホームページのご案内
パソコンやスマホでもご覧いただけます。
（音声による「声の県議会だより」もあります。）

インターネット版県議会だよりのご案内

議会の情報をいち早くお届けします。

県議会公式Ｘのご案内

令和6年度県議会だより写真コンクール　夏の部特選「朝焼けに染められて」　撮影者／高瀬理絵さん（富士宮市）　撮影地／富士宮市

　
５
月
19
日
、
５
月
臨
時
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
初
め
に
正
副
議
長
選
挙
を
行
い
、
竹

内
良
訓
議
長
と
中
田
次
城
副
議
長
を
選

出
、
続
い
て
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営

委
員
会
の
委
員
等
の
選
任
、
富
士
山
保

全
・
適
正
活
用
推
進
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
適
正
利

用
対
策
の
２
つ
の
特
別
委
員
会
の
設
置

等
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
監
査

委
員
の
選
任
議
案
に
つ
い
て
同
意
し
ま

し
た
。

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
18
日
か
ら
７
月

７
日
ま
で
の
20
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
、
知
事
か
ら
米
国
の
追
加
関

税
措
置
に
係
る
中
小
企
業
等
支
援
策
や
高

校
等
授
業
料
実
質
無
償
化
を
踏
ま
え
た

負
担
軽
減
策
な
ど
に
必
要
な
経
費
を
盛

り
込
ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
静
岡

県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
33
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
案
等

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
日
間
に
わ
た
る
代
表
質
問
お
よ
び

一
般
質
問
で
は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

知
事
の
政
治
姿
勢
、
防
災
・
減
災
対
策
や

新
県
立
中
央
図
書
館
の
整
備
計
画
な
ど

県
政
全
般
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交

わ
し
ま
し
た
。
６
月
26
日
に
は
、
静
岡
県

食
肉
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
の
請
負
契
約

に
関
す
る
追
加
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
７
つ
の
常
任
委
員
会
で
議
案

の
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
７
月
７
日
の
最

終
本
会
議
で
常
任
委
員
長
の
審
査
結
果

報
告
の
後
、
採
決
を
行
い
、
全
て
の
議
案

を
可
決
ま
た
は
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
国
に
対
す
る
５
件
の
意
見

書
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

◎
米
国
に
よ
る
追
加
関
税
措
置
へ
の
対
策

を
求
め
る
意
見
書

◎
民
泊
の
健
全
な
経
営
と
指
導
体
制
の
強

化
を
求
め
る
意
見
書

◎
「
１
か
月
児
」
及
び
「
５
歳
児
」
健
康

診
査
支
援
事
業
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
◎
養
護
教
諭
の
複
数
配
置
基
準
の
改
善
を

求
め
る
意
見
書

◎
性
犯
罪
の
再
犯
防
止
の
取
組
へ
の
支
援

の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
（
件
名
）

■米国関税措置の影響を受ける中小企業等
　への支援＜9億2010万円＞
　•経済変動対策貸付の融資枠の拡大（新規）
　•輸出先分散やコスト削減など新たな取組
　 を行うための事業費への助成（新規）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほか

■その他＜21億90万円＞
　•公立・私立高校等の授業料に係る負担を
　 軽減するための支援（所得制限撤廃）　　                 
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほか

主な事業 ◆
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

 　
　
　
　
　
　
　

   

30
億
２
1
０
０
万
円

可
決
し
た
主
な
議
案

全
文
は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
▼

6
月
定
例
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

第
118
代 

議
長

よ
し
の
り

竹
内　
良
訓

た
け
う
ち

選
出
さ
れ
た
正
副
議
長

第
124
代 

副
議
長

中
田　
次
城

な
か
だ

つ
ぎ
し
ろ



づ
き
各
事
案
の
危
険
性
・
切
迫
性

を
早
期
に
判
断
・
助
言
す
る
こ
と

で
、
通
報
や
検
挙
ま
で
の
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
児
童
の
早
期
安
全
確

保
や
被
疑
者
の
早
期
検
挙
・
指
導

は
加
害
抑
止
に
結
び
付
い
て
い
る
。

児
童
虐
待
事
案
に
対
す
る
施
策
効

果
の
定
着
に
向
け
連
携
の
一
層
の

深
化
が
重
要
で
あ
り
、
警
察
官
配

置
を
継
続
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理

道
路
の
包
括
的
な
維
持
管
理

の
効
果
と
今
後
の
展
開
は
。

新
た
な
管
理
手
法
と
し
て
、

県
と
下
田
市
が
小
規
模
修
繕

や
舗
装
補
修
等
複
数
の
業
務
を
同

一
の
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
で
、

現
場
作
業
の
効
率
化
や
事
務
手
続

き
の
約
５
割
が
軽
減
、
さ
ら
に
事

業
者
の
利
益
率
向
上
に
つ
な
が
り
、

住
民
か
ら
も
対
応
の
迅
速
化
に
好

意
的
な
意
見
が
出
て
い
る
。
今
後

は
各
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
体
制

を
検
討
し
、
県
内
全
域
へ
の
本
格

展
開
を
図
る
。
河
川
や
港
湾
等
の

分
野
へ
の
拡
大
や
複
数
年
度
に
わ

た
る
業
務
委
託
な
ど
、
よ
り
効
率

的
・
効
果
的
な
手
法
を
検
討
す
る
。

 

く
ら
し・環
境

危
険
鳥
獣
へ
の
対
策

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
へ
の
具
体
的

な
対
策
は
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
人
の
生
活

圏
に
出
没
し
人
身
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
一
方
、
富
士
地
域
の
個

体
群
に
絶
滅
の
恐
れ
が
認
め
ら
れ

る
た
め
、
生
息
実
態
を
把
握
し
た

上
で
保
護
管
理
と
被
害
防
止
の
両

立
を
図
る
。
実
態
調
査
の
結
果
や

有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
策
定

す
る
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
に
管
理

方
針
、
被
害
防
止
や
出
没
抑
制
の

 

安
全・安
心

富
士
山
の
登
山
規
制

登
山
規
制
に
関
す
る
周
知
と

現
地
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

富
士
登
山
事
前
登
録
シ
ス
テ

ム
「
静
岡
県
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ 

Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」
の
さ
ら
な
る
周
知
の
た

め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
の
展
開
や
国
内

最
大
級
の
外
国
人
向
け
観
光
メ
デ

ィ
ア
へ
の
記
事
掲
載
な
ど
発
信
を

強
化
し
た
。
７
月
10
日
の
開
山
に

向
け
、
入
山
証
の
確
認
や
登
山
ル

ー
ル
の
学
習
に
必
要
な
小
屋
等
を

設
置
し
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
は
入

山
受
け
付
け
の
研
修
会
を
実
施
す

る
。
登
山
規
制
の
拠
点
と
な
る
富

士
宮
口
五
合
目
の
来
訪
者
施
設
は

工
期
短
縮
が
可
能
な
工
法
等
を
検

討
す
る
。

静
岡
県
富
士
登
山
事
前
登
録
シ

ス
テ
ム
ア
プ
リ
の
名
称
。富
士
山

入
山
料
の
納
付
、一
部
時
間
帯
の

通
行
規
制
な
ど
の
登
山
規
制
や
入

山
管
理
の
た
め
、登
山
者
に
対
し

て
事
前
登
録
を
義
務
付
け
る
。登

録
後
、富
士
山
の
保
全
や
登
山
マ

ナ
ー
に
係
る
事
前
学
習
を
修
了

す
る
と
、入
山
証
と
な
る
二
次
元

コ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
。

静
岡
県
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ 

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

用
語
解
説

児
童
相
談
所
と
警
察
の
連
携

連
携
に
伴
う
効
果
と
警
察
官

配
置
の
継
続
予
定
は
。

児
童
相
談
所
の
警
察
官
配
置

に
よ
り
情
報
共
有
が
円
滑
に

な
り
、
虐
待
事
案
に
対
し
迅
速
か

つ
的
確
な
初
動
体
制
が
強
化
さ
れ

た
。
警
察
官
が
専
門
的
知
見
に
基

対
策
を
示
す
と
と
も
に
、
改
正
鳥

獣
保
護
管
理
法
に
基
づ
く
緊
急
銃

猟
の
適
切
な
実
施
に
向
け
て
研
修

会
の
開
催
等
、
実
施
体
制
の
整
備

を
支
援
し
て
い
く
。

クマ
出没注意

静岡県
自然保護課

クマに出会わないために、山に入る時は
鈴やラジオで自分の存在を知らせましょう
クマを目撃したら、まずは市町に
連絡してください
クマの目撃情報は
静岡県ホームページに掲載

 

医
療・福
祉

外
国
人
介
護
職
員
の
就
業
支
援

外
国
人
介
護
職
員
の
確
保
・

定
着
に
向
け
た
支
援
策
は
。

介
護
職
員
の
人
材
不
足
が
見

込
ま
れ
る
中
、
令
和
７
年
度

は
モ
ン
ゴ
ル
国
に
加
え
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
会
を
実

施
す
る
。
さ
ら
に
海
外
現
地
で
の

採
用
・
広
報
活
動
や
日
本
語
学
校

と
の
連
携
強
化
な
ど
を
独
自
に
取

り
組
む
介
護
事
業
所
に
助
成
を
行

い
、
受
け
入
れ
ル
ー
ト
の
確
立
を

支
援
す
る
。
定
着
支
援
は
従
来
の

研
修
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
講
座
を
追
加
し
て
内
容
を

充
実
さ
せ
、
介
護
現
場
に
お
け
る

意
思
疎
通
の
一
層
の
向
上
を
図
る
。

子
ど
も
の
自
殺
対
策

悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
へ
の

支
援
策
は
。

子
ど
も
一
人
一
人
を
権
利
の

主
体
と
し
て
尊
重
す
べ
く

「
し
ず
お
か
こ
ど
も
幸
せ
プ
ラ

ン
」
で
は
、
子
ど
も
や
若
者
の
目

線
に
立
っ
て
施
策
を
展
開
し
、
社

会
全
体
で
支
え
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
自
殺
の
可
能
性
が
高
い
子
ど

も
の
対
応
に
悩
む
学
校
・
市
町
に

助
言
を
行
う
「
こ
ど
も
の
自
殺
危

機
対
応
チ
ー
ム
」
の
設
置
や
、
子

ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ア

ン
ダ
ン
テ
」
の
機
能
を
拡
充
し
て

引
き
こ
も
り
以
外
の
多
様
な
相
談

に
も
対
応
す
る
な
ど
、
自
殺
を
未

然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

検 索

 

文
化・観
光

富
士
山
静
岡
空
港
の
利
用
促
進

空
港
利
用
者
数
の
目
標
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

１
０
５
万
人
の
目
標
達
成
に

は
運
休
中
の
中
国
・
台
湾
路

線
の
再
開
や
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア

ジ
ア
の
新
規
路
線
の
就
航
が
不
可

欠
で
あ
り
、
県
と
富
士
山
静
岡
空

港
が
連
携
し
航
空
会
社
と
精
力
的

に
交
渉
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
両

面
か
ら
の
航
空
需
要
創
出
に
向
け
、

中
国
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
や
韓
国
に
向
け
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
の
商
品
化
、
上
海
・

ソ
ウ
ル
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
を

訪
れ
る
旅
行
商
品
の
造
成
や
教
育

旅
行
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
。

QA

QAQA

QA

A QA Q

A Q

一

般

質

問

※二次元コードから各議員の質問の録画中継をご覧いただけます

６
月
26
日
午
前

佐さ

ち地　
茂し

げ
と人

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
26
日
午
後

阿あ

べ部　
卓た

く
や也

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

６
月
23
日
午
後

四よ
つ
も
と本　
康や

す
ひ
さ久

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

６
月
26
日
午
後

天あ
ま
の野　
　

一は
じ
め

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
26
日
午
前

大お
お
い
し石　
健け

ん
じ司

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
25
日
午
後

岩い
わ
た田　
徹て

つ
や也

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
24
日
午
後

山や
ま
も
と本　
隆た

か
ひ
さ久

（
無　
　
所　
　
属
）

６
月
25
日
午
前

西に
し
は
ら原　
明あ

け
み美

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
23
日
午
前

赤あ
か
ほ
り堀　
慎し

ん
ご吾

（
自
民
改
革
会
議
）

６
月
25
日
午
前

杉す
ぎ
や
ま山　
　

淳あ
つ
し

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

６
月
24
日
午
後

河か
わ
ら
ざ
き

原
崎　
聖き

よ
し

（
自
民
改
革
会
議
）

代

表

質

問

６
月
24
日
午
前

山や
ま
も
と本　
彰あ

き
ひ
こ彦

（
公
明
党
静
岡
県
議
団
）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

本
会
議
 ６
月
定
例
会
本
会
議
の
質
問
と
答
弁
か
ら

　
「議案に対する
各会派等の賛否」はこちら

■会派別議員数  （令和７年８月１日現在）

自民改革会議
ふじのくに県民クラブ
公明党静岡県議団
無所属

　41人
17人
５人
５人

定数68人　現員 68人

　 　 静 岡 県 議 会 だ よ り （６月定例会号）　令和 7年 8月 10日（日）　第 130号 静 岡 県 議 会 だ よ り （６月定例会号）　令和 7年 8月 10日（日）　第 130号3 2
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総
務
委
員
会

県
職
員
採
用
試
験
に
関
し
、

大
学
卒
業
程
度
行
政
Ⅰ
の
合

格
倍
率
過
去
最
低
へ
の
認
識
と
採

用
試
験
前
倒
し
の
効
果
は
。

県
民
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
提
供

の
た
め
高
い
志
と
多
様
な
能

力
を
持
つ
職
員
確
保
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

特
に
確
保
困
難
な
職
種
は
早
期
試

験
を
追
加
し
、
公
募
数
以
上
の
合

格
者
を
確
保
す
る
な
ど
一
定
の
効

果
が
出
て
い
る
。
任
命
権
者
と
連

携
し
さ
ら
な
る
改
善
を
検
討
す
る
。

危
機
管
理
く
ら
し
環
境
委
員
会

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
に

伴
う
要
対
策
土
に
関
し
Ｊ
Ｒ

東
海
と
の
対
話
に
至
っ
た
経
緯
は
。

県
は
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
東
海
に

工
事
で
生
じ
る
要
対
策
土
の

発
生
量
予
測
を
求
め
て
き
た
が
予

測
困
難
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
し

か
し
他
県
の
環
境
影
響
評
価
審
査

会
で
予
測
が
示
さ
れ
、
同
様
の
検

討
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
６
月
の
専

門
部
会
で
発
生
量
予
測
や
処
理
方

法
な
ど
対
話
の
前
提
材
料
が
初
め

て
示
さ
れ
対
話
に
至
っ
た
。

文
化
観
光
委
員
会

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
駿

河
湾
フ
ェ
リ
ー
の
方
向
性
は
。

観
光
振
興
に
加
え
地
域
の
人

流
・
物
流
を
支
え
て
い
る
こ

と
、
災
害
時
の
輸
送
手
段
と
し
て

有
益
で
あ
る
こ
と
、
関
係
市
町
等

か
ら
継
続
要
請
が
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
現
経
営
計
画
で
は
令
和
９
年

度
末
ま
で
運
航
継
続
予
定
で
あ
る
。

一
方
で
燃
料
費
や
人
件
費
高
騰
等

の
諸
課
題
に
よ
る
経
営
悪
化
が
今

後
予
想
さ
れ
る
た
め
、
一
定
の
検

証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

厚
生
委
員
会

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
選
定
理
由
は
。

経
営
計
画
、
組
織
体
制
、
サ

ー
ビ
ス
向
上
と
利
用
増
進
計

画
、
施
設
管
理
計
画
、
危
機
管
理

体
制
等
の
項
目
に
つ
い
て
採
点
し

高
評
価
の
事
業
者
を
選
定
し
た
。

動
物
愛
護
お
よ
び
普
及
啓
発
事
業

の
進
め
方
が
よ
り
具
体
的
に
提
案

さ
れ
た
こ
と
、
公
営
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
運
営
実
績
が
あ
り
開
所
当
初
か

ら
安
定
し
た
運
営
が
期
待
で
き
る

こ
と
等
か
ら
選
定
に
至
っ
た
。

産
業
委
員
会

企
業
の
立
地
意
欲
に
対
し
工

業
用
地
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
調
査
分
析
体
制
を
強
化
し
市

町
の
用
地
開
発
を
支
援
す
る
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
候

補
地
の
開
発
可
能
性
に
つ
い
て
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
造
成
イ
メ
ー
ジ
を
可

視
化
し
た
分
析
や
再
検
証
を
行
う
。

市
町
か
ら
分
析
の
相
談
や
開
発
範

囲
拡
大
時
の
土
量
試
算
等
の
要
望

を
受
け
て
お
り
、
今
後
も
連
携
し

て
工
業
用
地
の
造
成
に
取
り
組
む
。

黄金色の駿河湾フェリー

工
業
用
地
確
保
の
方
策
は
。

建
設
委
員
会

熱
海
土
石
流
災
害
で
被
害
を

受
け
た
逢
初
川
の
復
旧
状
況

の
う
ち
河
川
改
修
事
業
の
進
捗
は
。

事
業
区
間
約
６
０
０
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
事
業
用
地
約
６
割

の
買
収
が
完
了
し
、
約
１
４
０
メ

ー
ト
ル
の
護
岸
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
７
年
12
月
末
ま
で
に
合
計
約

２
１
０
メ
ー
ト
ル
の
整
備
が
完
了

予
定
で
あ
る
。
未
取
得
用
地
に
つ

い
て
は
、
地
権
者
個
々
の
状
況
に

配
慮
し
な
が
ら
事
業
の
必
要
性
を

引
き
続
き
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

文
教
警
察
委
員
会

静
岡
県
金
属
く
ず
営
業
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
目
的
は
。

近
年
、
金
属
類
の
窃
盗
が
急

増
し
、
治
安
上
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
金
属
く
ず
売
却

時
の
業
者
に
よ
る
相
手
方
の
確
認

等
を
徹
底
し
、
違
反
行
為
の
改
善

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
行
政
処
分
の
種
別
に
指
示
を
追

加
し
、
さ
ら
に
改
善
が
認
め
ら
れ

な
い
場
合
は
営
業
停
止
命
令
が
で

き
る
よ
う
条
例
を
改
正
し
、
金
属

窃
盗
や
盗
品
の
流
通
を
防
止
す
る
。

ピックアップ委員会　〜常任委員会の質問と答弁から〜
A QA Q

A Q

A Q

A Q A Q

A Q

※日程は、今後変更になる場合があります。
本会議、委員会ともに県庁本館４階で傍聴できます。

開会　　　　  ９月17日
質問　　　　  ９月19日・２2日・24日・25日・26日
常任委員会　１０月  1日・  2日・  3日
閉会　　　　１０月  9日

9月定例会

傍聴案内動画

本会議・委員会を傍聴しませんか

日程および傍聴に関する問い合わせ先
県議会事務局議事課　ＴＥＬ 054-221-3481（                                    ）

県議会だより（２月定例会号）に
寄せられたご意見

● 今回のクイズで救急安心電話相談
窓口について初めて知りました。し
かも令和7年4月1日からは24時間
365日対応とのことで、もしもの時
にはいつでも相談できるというこ
とでとても安心です。

● 富士山の登山規制が、今年から始
まりますが、少しでも登山事故が、
なくなってほしいと願っています。

《
問
題
》

６
月
定
例
会
で
は
、富
士
登
山
事
前

登
録
シ
ス
テ
ム「
静
岡
県
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ　

○
○
○
○
」の
周
知
に
向
け
た
情
報

発
信
強
化
な
ど
、富
士
山
の
登
山
規

制
に
関
す
る
周
知
と
現
地
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

《
応
募
要
領
等
》

　

①
答
え
②
住
所・氏
名・年
齢・電
話

番
号
を
明
記
の
上
、③
県
議
会
だ
よ
り

の
ご
感
想
や
県
議
会
へ
の
ご
意
見
を
添

え
て
、８
月
25
日（
月
）ま
で
に
４
面
欄

外
の
政
策
調
査
課
あ
て
に
、ハ
ガ
キ
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
応
募
フ
ォ
ー
ム

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
の
方

に
、「
天
空
ノ
茶
ギ
フ
ト 

１
缶（
１
５
０

ｇ
）」を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
商
品
の
発
送
と
読
者
層

の
調
査
の
た
め
に
使
用
し
ま
す
。

■
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ご
紹
介

　
清
流
興
津
川
が
流
れ
る
清
水
の
山
間

地「
両
河
内（
り
ょ
う
ご
う
ち
）」。標
高

３
５
０ｍ
の
天
空
の
茶
園
で
育
ち
、丁
寧

に
仕
上
げ
ら
れ
た「
天
空
ノ
茶
」は
、「
世

界
緑
茶
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
４
」最
高
金

賞
を
受
賞
し
た
、ま
ろ
や
か
で
高
貴
な

味
わ
い
と
爽
や
か
な
香
り
、針
の
よ
う

に
細
く
綺
麗
な
茶
葉
が
特
徴
の
上
品
な

浅
蒸
し
茶
で
す
。

（	
									

）

※
○
に
該
当
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
４
文
字
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（
ヒ
ン
ト
は
２
面
に
あ
り
ま
す
）

QQ
プ レ ゼ ン ト 付

県議県議会会
クイズクイズ
応募

フォームは
こちら天空ノ茶ギフト 1缶（150g）

  
産　
業

茶
業
の
振
興

持
続
可
能
な
茶
生
産
環
境
の

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

茶
業
の
持
続
的
な
発
展
に
は

担
い
手
と
農
地
利
用
の
将
来

像
を
明
確
に
し
、
地
域
全
体
で
茶

業
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

経
営
の
継
続
が
困
難
な
茶
園
は
意

欲
あ
る
担
い
手
に
引
き
継
ぎ
、
農

地
を
維
持
す
る
。
経
営
を
継
続
す

る
農
家
に
は
輸
出
拠
点
茶
工
場
へ

の
参
画
を
呼
び
掛
け
、
て
ん
茶
や

有
機
茶
を
導
入
し
経
営
の
安
定
を

図
る
。
継
続
が
難
し
い
共
同
茶
工

場
に
は
輸
出
を
行
う
茶
商
と
マ
ッ

チ
ン
グ
し
承
継
を
促
す
と
と
も
に
、

て
ん
茶
工
場
移
行
の
設
備
導
入
等

を
支
援
し
再
編
整
備
に
つ
な
げ
る
。

てん茶生産に向けた被覆栽培

静
岡
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

静
岡
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
め
方
は
。

食
品
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
産
業
の

振
興
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
視
点
か
ら
も
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
９
月
に

は
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
等
の
新
技
術
を

持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
企
業
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
商
談
会
を
開
催

き
た
が
、
令
和
７
年
１
月
、
当
初

見
込
ん
だ
交
付
金
額
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
確
認
が
不
十
分
だ
っ

た
と
反
省
し
て
い
る
。
新
図
書
館

の
整
備
に
つ
い
て
は
現
在
の
計
画

で
進
む
の
で
は
な
く
、
一
旦
立
ち

止
ま
っ
て
整
備
方
針
を
見
直
し
、

部
局
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
お
い
て
必
要
と
な
る
機
能

や
規
模
等
を
し
っ
か
り
見
極
め
た

上
で
歳
出
規
模
を
検
討
し
て
い
く
。

新図書館建設予定地（JR東静岡駅南口）　全景写真

就
労
に
つ
な
が
る
特
別
支
援
教
育

高
等
学
校
と
連
携
し
た
職
業

教
育
の
取
り
組
み
は
。

令
和
６
年
度
か
ら
田
方
農
業

高
校
と
同
校
内
の
沼
津
特
別

支
援
学
校
伊
豆
田
方
分
校
に
お
い

て
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
農
業

や
職
業
に
関
す
る
科
目
等
で
両
校

の
生
徒
が
共
に
学
ぶ
共
同
授
業
の

研
究
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
専

門
家
の
助
言
等
を
通
じ
て
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
確
立
を
目
指
し
、
特
別

支
援
学
校
の
生
徒
が
高
等
学
校
の

開
設
科
目
を
選
択
で
き
る
仕
組
み

も
検
討
し
て
い
く
。
研
究
成
果
は

他
の
高
等
部
分
校
設
置
校
へ
の
普

及
を
進
め
、
連
携
強
化
に
よ
る
職

業
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

す
る
。
10
月
に
は
県
工
業
技
術
研

究
所
に
茶
殻
や
海
洋
微
生
物
な
ど

地
域
資
源
を
生
か
し
た
未
来
型
食

品
の
ト
ラ
イ
ア
ル
拠
点
を
開
設
す

る
ほ
か
、
大
学
と
連
携
し
た
中
核

人
材
の
育
成
等
、
開
発
か
ら
事
業

化
に
向
け
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
は
、身
体
的・精
神

的・
社
会
的
に
満
た
さ
れ
た
健
康

な
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
を
指

す
。県
民
幸
福
度
向
上
の
た
め
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
技
術
力
等
を
活

用
し
て
、食
品・ウ
ェ
ル
ネ
ス
産
業

の
振
興
と
健
康
寿
命
の
延
伸
施
策

を
融
合
さ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

静
岡
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

用
語
解
説

県
産
米
の
安
定
生
産

主
食
で
あ
る
コ
メ
を
供
給
す

る
水
田
経
営
の
持
続
的
発
展

を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

市
町
が
策
定
し
た
地
域
計
画

に
基
づ
き
意
欲
あ
る
経
営
体

へ
の
農
地
集
積
を
一
層
進
め
、
経

営
規
模
の
拡
大
を
促
進
す
る
。
じ

か
ま
き
栽
培
へ
の
ド
ロ
ー
ン
活
用

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
普

及
に
取
り
組
み
、
生
産
の
効
率
化

を
図
る
。
農
林
技
術
研
究
所
等
か

ら
な
る
気
候
変
動
専
門
対
策
チ
ー

ム
に
よ
り
、
用
水
管
理
と
施
肥
方

法
の
工
夫
を
組
み
合
わ
せ
た
栽
培

の
実
証
や
新
品
種
の
開
発
に
取
り

組
み
、
夏
季
の
高
温
対
策
を
行
う
。

  

教　
育

新
県
立
中
央
図
書
館
の
整
備

図
書
館
整
備
の
交
付
金
額
が

当
初
想
定
を
大
幅
に
下
回
る

理
由
と
今
後
の
整
備
方
針
は
。

令
和
２
年
か
ら
国
土
交
通
省

と
定
期
的
に
協
議
を
行
っ
て

A Q

QA

A Q A Q

QA
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◀︎県議会に対するご意見をお寄せください。
　《あて先》 〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６   静岡県議会事務局政策調査課　TEL:054-221-2388　FAX:054-221-3572　Eメール:gikai_chousa@pref.shizuoka.lg.jp　

※本紙は再生紙を使用しています。 

　 　 静 岡 県 議 会 だ よ り （６月定例会号）　令和 7 年 8 月 10 日（日）　第 130 号 静 岡 県 議 会 だ よ り （６月定例会号）　令和 7 年 8 月 10 日（日）　第 130 号PB 4

9月30日（火）まで、フォローキャンペーンを実施中です！ 応募者の中から
抽選で20名の方に「ジャージーミルクジャムセット」をプレゼントします。

①県議会公式Ｘ（@gikai_shizuoka）をフォロー
②フォローキャンペーンの対象のポストをリポスト応募方法

静岡県議会では公式Ｘで、最新の情報をお届けしています。
県議会公式Ｘフォローキャンペーン

ジャージーミルクジャムセット

詳しくは
こちら▼

■プレゼントのご紹介
ジャージー牛の牛乳を使用し、一
口食べると口の中に牛乳の甘味・
旨味・コクがふんわりと上品に広
がる贅沢な味わいのミルクジャム
です。とろけるミルクの豊かな味
わいをお楽しみいただけます。プ
レーン、お茶、小倉の３種のミルク
ジャムをセットでお届けします。

ぜひ　
ご参加
ください！

★
あ
な
た
の
作
品
が
県
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
を
飾
り
ま
す
★

令
和
７
年
度

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
テ
ー
マ

■
注
意
事
項

●
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、撮
影
者
に
帰
属

し
ま
す
。

● 

被
写
体
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
写
真
に

つ
い
て
は
、入
賞
し
た
場
合
に「
静
岡
県

議
会
だ
よ
り
」お
よ
び
静
岡
県
議
会
の

各
種
広
報
へ
掲
載
さ
れ
る
旨
の
了
解
を

撮
影
者
に
お
い
て
事
前
に
得
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

● 

静
岡
県
議
会
は
、入
賞
作
品
を「
静
岡
県

議
会
だ
よ
り
」お
よ
び
静
岡
県
議
会
広

報
の
た
め
、静
岡
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
各
種
印
刷
物
等
で
、優
先
的
に
使
用

す
る
権
利
を
２
年
間
を
限
度
に
保
有
し

ま
す
。使
用
に
当
た
っ
て
は
撮
影
者
の
氏

名
を
表
示
し
ま
す
。

● 

静
岡
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し

た
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、閲
覧
者
に
対

し
個
人
利
用
の
範
囲
に
お
け
る
使
用
を

認
め
ま
す
。 

● 

入
賞
作
品
は
、後
日
、撮
影
原
版（
ネ
ガ

ま
た
は
ポ
ジ
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合

は
画
像
デ
ー
タ
）を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

● 

入
賞
作
品
の
撮
影
原
版（
ネ
ガ
ま
た
は
ポ

ジ
）は
、静
岡
県
議
会
の
使
用
期
間
満
了

後
、入
賞
者
に
返
却
し
ま
す
。デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
の
画
像
デ
ー
タ
は
返
却
い
た
し

ま
せ
ん
。

●
応
募
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
賞●特

選
４
点（
各
部
門 

１
点
ず
つ
）

　
「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」の
表
紙
に
掲
載
し

　
ま
す
。

●
入
選
８
点（
各
部
門 

２
点
ず
つ
）

　
「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」に
掲
載
し
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
授
与
。

■
募
集
部
門

春
、夏
、秋
、冬
の
４
部
門

令
和
７
年
度

題
字
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
対
象

●
静
岡
県
内
の
学
校
に
通
学
し
て
い
る
高

校
生
相
当
年
齢
の
者

●
静
岡
県
内
在
住
の
高
校
生
相
当
年
齢

の
者

●
書
道
用
紙（
縦
34.5㎝
×
横
136㎝
） 

　
※
半
切
サ
イ
ズ
で
横
書
き
と
す
る

半
切
サ
イ
ズ
で
横
書
き
と
す
る

●
毛
筆
で
作
成
す
る
こ
と
。

●
書
体
は
自
由
。

●
行
数
の
指
定
な
し
。

●
１
人
１
作
品
の
応
募
に
限
る
。

●
氏
名
、電
話
番
号
、学
校
名
、学
年
を
記

入
し
た
応
募
票
を
作
成
し
、作
品
の
右

下
に
貼
付
す
る
こ
と
。（
応
募
票
は
静
岡

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て

く
だ
さ
い
。）

■
応
募
方
法

■
注
意
事
項

●
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、作
成
者
に
帰

属
し
ま
す
。

● 

静
岡
県
議
会
は
、入
賞
作
品
を「
静
岡
県

議
会
だ
よ
り
」お
よ
び
静
岡
県
議
会
広

報
の
た
め
の
各
種
印
刷
物
等
で
、優
先

的
に
使
用
す
る
権
利
を
２
年
間
を
限
度

に
保
有
し
ま
す
。使
用
に
当
た
っ
て
は
作

成
者
の
学
校
名
、氏
名
を
表
示
し
ま
す
。

●
応
募
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
賞●特

選
４
点

　
「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」の
表
紙
に
題
字

と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

●
入
選
４
点

　
「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」に
掲
載
し
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
授
与
。

■
課
題

「
し
ず
お
か
県
議
会
だ
よ
り
」ま
た
は

「
静
岡
県
議
会
だ
よ
り
」

（
右
記
２
つ
の
横
書
き
に
限
り
ま
す
。）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
４
２
０‐８
６
０
１　

静
岡
市
葵
区
追
手
町
９
番
６
号

静
岡
県
議
会
事
務
局  

政
策
調
査
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
４‐２
２
１‐２
３
８
８

■
発
表

令
和
８
年
３
月
に
入
賞
者
へ
お
知
ら

せ
し
ま
す
。ま
た
、「
静
岡
県
議
会
だ
よ

り
」お
よ
び
静
岡
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
表
し
ま
す
。

■
締
め
切
り

令
和
８
年
１
月
30
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効  

題
字
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

共
通
事
項

令
和
６
年
度

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

 「
夏
の
部
」入
選
作
品

「
富
士
山
取
り
巻
く
積
乱
雲
」

撮
影
者
／
山
本　
武
正
さ
ん（
富
士
宮
市
）

撮
影
地
／
富
士
市

「
梅
雨
の
晴
れ
間
」

撮
影
者
／
山
本　
寿
子
さ
ん（
富
士
宮
市
）

撮
影
地
／
富
士
宮
市

■
応
募
方
法

●
四
つ
切
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト

　
※
写
真
の
向
き
は
横
の
み

● 

全
部
門
を
通
じ
て
１
人
４
点
以
内
で
未

発
表
作
品
に
限
る
。

● 

作
品
ご
と
に
タ
イ
ト
ル
、撮
影
場
所
、応

募
す
る
部
門
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
を
紙
に
記
入
し

た
応
募
票
を
作
品
の
裏
面
に
貼
付
す
る

こ
と
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

「
静
岡
県
の
四
季
」

（
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
自
然
、く
ら
し
、イ   

　
ベ
ン
ト
な
ど
静
岡
県
内
の
四
季
を
感
じ   

　　
ら
れ
る
も
の
）

総　務
定数10人

危機管理
くらし環境
定数10人

文化観光
定数９人

厚　生
定数10人

産　業
定数10人

建　設
定数9人

文教警察
定数10人

自

ふ 自

ふ

ふ

ふ

公

無

ふ

公

◎鈴木啓嗣②
（浜松市中央区）

◎飯田末夫②
（浜松市中央区）

藤曲敬宏③
（熱海市）

◎良知駿一②
（浜松市浜名区・天竜区）

土屋源由④
（伊豆の国市）

◎市川秀之②
（浜松市浜名区・天竜区）

中田次城④
（伊東市）

鈴木澄美④
（富士市）

○大石健司②
（牧之原市・吉田町）

鳥澤由克④
（裾野市）

○赤堀慎吾①
（菊川市）

宮沢正美⑤
（三島市）

○田中照彦①
（浜松市中央区）

河原﨑全①
（御前崎市）

相坂摂治④
（静岡市駿河区）

田口　章④
（浜松市中央区）

勝俣　昇②
（御殿場市・小山町）

鈴木利幸⑦
（浜松市中央区）

○加畑　毅①
（下田市・賀茂郡）

竹内良訓⑤
（浜松市中央区）

大石哲司④
（浜松市中央区）

○杉本好重②
（浜松市中央区）

○伊藤謙一①
（袋井市・森町）

○小沼秀朗②
（掛川市）

桜井勝郎③
（島田市・川根本町）

伊藤和子②
（袋井市・森町）

天野多美子①
（静岡市葵区）

○岩田徹也①
（函南町）

良知淳行④
（焼津市）

野田治久③
（伊豆市）

坪内秀樹③
（清水町）

和田篤夫④
（御殿場市・小山町）

植田　徹⑧
（富士市）

杉山盛雄⑦
（沼津市）

落合愼悟⑤
（藤枝市）

佐地茂人④
（静岡市駿河区）

○加藤祐喜①
（長泉町）

江間治人③
（磐田市）

○望月香世子②
（静岡市清水区）

中沢公彦⑤
（浜松市中央区）

天野　一⑩
（静岡市葵区）

木内　満③
（富士宮市）

○松井優介①
（静岡市清水区）

牧野正史②
（静岡市駿河区）

遠藤行洋③
（静岡市葵区）

増田享大④
（掛川市）

◎西原明美②
（藤枝市）

◎伊丹雅治②
（三島市）

◎杉山　淳②
（静岡市駿河区）

沢田智文②
（磐田市）

○盛月寿美④
（静岡市清水区）

河原崎聖③
（島田市・川根本町）

○川崎和子①
（磐田市）

○鈴木唯記子①
（浜松市中央区）

阿部卓也⑤
（浜松市浜名区・天竜区）

曳田　卓④
（沼津市）

中谷多加二⑧
（浜松市中央区）

塚本　大③
（焼津市）

佐野愛子⑥
（藤枝市）

四本康久④
（富士宮市）

山田　新①
（静岡市清水区）

伴　　卓③
（富士市）

山本隆久②
（浜松市中央区）

山本彰彦①
（静岡市葵区）

早川育子⑥
（富士市）

委 員 会 の 新 し い 構 成委 員 会 の 新 し い 構 成 常任委員会（◎印は委員長　○印は副委員長　氏名の後の○数字は期数　（　　）内は選挙区）
　 ＝自民改革会議　　 ＝ふじのくに県民クラブ　　 ＝公明党静岡県議団　　 ＝無所属自 ふ 公 無

自

無

自

ふ

自

自

自

自

自

自

自自

自

自

自

自

公

公

ふ

ふ

自

自

自

自

自

自

自自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自

自 ふ

ふ

自

自

自

ふ

ふ

ふ

公

小長井由雄⑥
（静岡市葵区）

ふ

菅沼泰久①
（湖西市）

無

無ふ

ふ

ふ

自

無

蓮池章平⑦
（沼津市）

議会運営委員会（◎印は委員長　○印は副委員長）

定数11人

鳥 澤 由 克
伊 藤 和 子
野 田 治 久
良 知 淳 行
田 中 照 彦
早 川 育 子

◎
○

河 原 崎 聖
加 畑 　 毅
植 田 　 徹
市 川 秀 之
田 口 　 章

○

特別委員会（◎印は委員長　○印は副委員長）

ＳＮＳ適正
利用対策
定数10人

佐 地 茂 人
大 石 健 司
加 藤 祐 喜
飯 田 末 夫
田 口 　 章

◎
○

杉 本 好 重
伊 丹 雅 治
落 合 愼 悟
伊 藤 和 子
盛 月 寿 美

○

富士山保全・
適正活用推進

定数11人

良 知 淳 行
四 本 康 久
岩 田 徹 也
西 原 明 美
川 崎 和 子
遠 藤 行 洋

◎
○

勝 俣 　 昇
野 田 治 久
天 野 　 一
松 井 優 介
蓮 池 章 平

○




